
PDFレビューモジュール

Enfocus Switchの自動処理フローと連携する、校正・承認を
デジタル化したオンライン校正ソリューションです。

Enfocus PitStop のプリフライト後に、注釈・承認などのアクションに
合わせて通知や依頼を自動化できます。

校正・承認をデジタル化

印刷会社・制作会社・企業販促部門でお仕事されてるかた、
今の印刷データ制作作業に、こんな課題を抱えていませんか？
●  メール、電話での確認や連絡に手間がかかる
●  データ受渡しの手間や待ち時間が発生する
●  校正紙出力や配送のコストがかかる

PDFレビューモジュールを導入すると
●  制作段階からの校正／コミュニケーション改善／コスト削減
●  修正指示、確認作業時間短縮や制作完成データ出力前の承認依頼も簡単に

入稿や承認など操作に応じたメール自動送信。自社の運用に合わせたオートメーションフロー構築が
可能。フローの改廃も自由自在です。自社特有の定型業務を自動化できます。
従来の紙での校正に代わって、ブラウザで修正指示の注釈を入れたり、承認や否認はボタンをクリッ
クまたはタップするのみで行程が進められます。専用アプリケーションソフトウェアは不要です。

印刷会社 Aさまの声
「顧客とのデータ確認や承認がスムーズになりました！」
「営業スタッフと制作スタッフ間のデータの確認や承認も早くなり顧客への対応改善にも繋がりました！」

企業販促部門 Bさまの声
「出力紙に赤字修正を入れて関係者へ回し、修正指示の内容をまとめるなどのアナログ作業を削減でき、
校正業務の負荷が軽減しました！」
「業務改善の目的でシステムを導入した結果、生産性も向上し、コスト削減になりました！」

導入から運用保守までサポート
導入前コンサルティングから開発・システム構築・教育・運用

支援・保守サポートまで一貫したサービス提供が可能です。

お気軽にご相談ください！
03-6757-3290
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EnfocusCommunity 
youtube.com/EnfocusCommunity

@EnfocusSW 
twitter.com/EnfocusSW

@EnfocusSW 
facebook.com/EnfocusSW

Enfocus Community 
forum.enfocus.com

株式会社ソフトウェア・トゥー
03-6757-3290
https://www.swtoo.com/special/p_inquery/

お問合せ先

入稿された PDFが、自動化されたワークフローの校正工程に到達
すると、その入稿 PDFは自動的に PDFレビューサーバーへアップ
ロードされます。
アップロードを完了すると、指定された宛先へ自
動的に、アクセスリンク URLが記載されたメール
を送信します。

メール受信者（校正・承認者）がアクセスリンク
URL をクリックすると、校正・承認のためのブラ
ウザーベースの校正画面が開きます。

最終的に校正が終わり承認判断が決定されると、
入稿から校正作業工程を通過した PDFは、スイッ
チの自動化されたワークフローへ戻り適切なルー
トを辿り目的地まで運ばれます。

PDF

校正・承認者
校正ビューワーで校正・承認

PDFレビューサーバー

SWITCHの
ワークフローへ
戻る

SWITCHの
ワークフローから
入稿データ

PDFレビューモジュール

連絡やメール送信等の手間削減。校正紙削減。
オンライン校正画面（ブラウザー）で簡単に注釈、承認、否認。
入稿時に、データを目視確認。

Adobe Acrobatと同等の PDF注釈機能、文書プロパティ表示機能搭載。

文字、画像、図形など配置レイアウトの確認、ピットストップの便利なインスペクター機能で
色成分の確認（特色を含む）。

校正画面に表示するトリムボックス、ブリードボックス、メディアボックスで、仕上りサイズの確認。

定規やガイドライン機能を使い距離やサイズの確認。

透明効果やオーバープリントの属性を正確に表現。

表示オプションでインキ総量の確認。インキ総量しきい値を超えた箇所のハイライト表示。

この他、分版プレビュー、レイヤー表示機能を使い下版の前に、最終確認。

インキ総量しきい値を超えた箇所のハイライト表示


